
新青森県総合運動公園の整備による安全・安心な都市公園づくり（防災・安全）
平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 青森県

・球技場等の整備に伴う新青森県総合運動公園利用者数の増加を図る。公園施設利用者数を414千人／年（H21）から449千人／年（H27）に増加。
・広域公園の人口一人当たりの面積の増加を図る。3.15㎡／人（H21）から3.17㎡(H24)に増加。（青森県広域緑地計画における目標値は5㎡／人）
・公園施設長寿命化計画を策定した上で、新青森県総合運動公園及び青い森公園において改築更新が必要となる施設の改築更新率を３３％（H27)とする。

（H25末） （H27末）
公園施設利用者数について、有料施設の利用者数及び大会等の参加者数（観客含む）を実数で把握する。

437千人／年 449千人／年

改築更新が必要となる施設の改築更新実施率
（改築更新実施率）＝（改築更新を実施した公園施設数）／（長寿命化計画において改築更新が必要とされた公園施設数） 3施設／9施設

平成２８年度

社会資本整備総合整備計画の事後評価として青森県で実施

県ホームページ

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H23 H24 H25 H26 H27

1-A-1 公園 一般 青森県 直接 青森市 426

1-A-2 公園 一般 青森県 直接 青森市 30

合計 456

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

1-C-3 調査 一般 青森県 直接 24

1-C-4 調査 一般 青森県 直接 6

合計 30

１．交付対象事業の進捗状況

青森県

都市公園事業（新青森県総合運動公園）

青森県公園施設長寿命化計画策定調査 青森県総合運動公園

新青森県総合運動公園の防災機能強化検討調査

事業者

交付対象事業

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

6.2%
効果促進事業費の割合

30百万円

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

事後評価（中間評価）の実施体制 事後評価（中間評価）

公表の方法

Ｂ Ｃ456百万円

番号

番号

事業内容

球技場整備一式、園路広場整備一式

（延長・面積等）

青森県

要素となる事業名
全体事業費
（百万円）事業者

市町村名
港湾・地区名

要素となる事業名

一体的に実施することにより期待される効果

青森市

全体事業費
（百万円）

青森県

青森県

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）

市町村名

防災公園機能強化検討調査

公園施設長寿命化計画策定調査 県管理公園の長寿命化計画策定

事業者

社会資本総合整備計画（市街地整備）事後評価

定量的指標の現況値及び目標値

計画の名称
交付対象

　新青森県総合運動公園は、全国規模の大会開催等による県民のスポーツ振興や、スポーツを通じた県民福祉の充実を図るため、平成８年度より整備に着手し、平成１５年１月には青い森アリーナを含む27.9haを供用
開始し、その後、多目的広場等順次供用を進め、現在の整備率（面積ベース）は６９％となっている。
　また、本公園は、青森市地域防災計画において広域避難地として指定されており、災害発生時において拠点施設として利用されるなど、防災面でも大きな役割を担うことが求められている。
　このことから、本公園におけるスポーツ振興拠点の機能強化による県民福祉の充実を目指すほか、防災拠点としての役割を強化し、安全・安心な県土づくりの実現を図るものである。

備考
最終目標値

平成28年9月

計画の目標
計画の期間

　　計画の成果目標（定量的指標）

当初現況値 中間目標値
　　定量的指標の定義及び算定式

0% 33%

（H21実績）

414千人／年

0%

事業内容
市町村名

486百万円

要素となる事業名

（事業箇所）

Ａ全体事業費

青森市



番号 備考

1-C-3 県管理の２公園（新青森県総合運動公園、青い森公園）の公園施設長寿命化計画を策定し、新青森県総合運動公園と連携した安全・安心な防災公園のネットワークの構築を図る。

1-C-4 広域避難地に指定されている新青森県総合運動公園の防災機能強化に向けた検討を行い、災害に強い県土づくりに寄与する。

【公園利用者数】
Ⅰ定量的指標に関連する ・公園施設の整備及び指定管理者導入の成果もあり、公園施設利用者数は大幅に増加した。

交付対象事業の効果の発現状況 【改築更新実施率】

・長寿命化計画を策定して計画的に対策を実施できた。

Ⅱ定量的指標の達成状況 最終目標値

指標①（公園利用 目標値と実績値 球技場などの公園施設の整備によって利用者が増加し、目標値を大幅に上回った。

者数） に差が出た要因 ※利用者数→個人利用、団体利用、観客の合計（指定管理者調べ）

最終実績値

最終目標値

指標②（改築更新 目標値と実績値

実施率） に差が出た要因

最終実績値

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況 広域公園の人口一人当たりの面積については、H24に施設（球技場）が供用開始したことにより、3.17㎡に増加している。

（必要に応じて記述）

次期社会資本整備計画においても、引き続き公園施設の整備によって利用者の増加を図るとともに、老朽化が進む公園内の遊具等の改築、更新を進め、安全で快適な都市環境の形成を図る。

33%

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

449千人／年

548千人／年

33%

３．特記事項（今後の方針等）

一体的に実施することにより期待される効果


